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Nicotinic Synapses: 
In Vivo Studies Using Zebrafish Larvae
　私の研究室ではシナプスの機能と形成に興味をもち、遺伝的に改変したゼブラフィッシュをモデル動物として研究を行っています。中枢および末梢神経系のニコチン作動性のシナプスが主な研究対象です。このうち、末梢のシナプスに焦点

をあてたプロジェクトのいくつかについてお話したいと思います。
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